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５０‐６０Ｈｚ

　

※２
定格消費電力 １４Ｗ
調光 有（１００～１０％）
ＡＣアダプター型式、定格 Ｋ３６Ｖ３２０１００Ｅ２、３２Ｖ／ＩＡ
レンズ

　

｛方式、型番） 交換レンズレンズシステム（ＭＡＧ２×ＡＲ、ＭＡＧ３×ＡＲ、ＭＡＧ４ＸＡＲ）
レンズ材質、表面処理 光学ガラスレンズ

　

、ＡＲ（反射防止）コーティング処理
使用温度範囲 ５ｏＣ～３５ｏＣ
防塵“防水保護等級 ＩＰ２０（屋内使用に限る）
本体カラー オフホワイト
クランプ可能範囲 １板厚１ｏｍｍ～６０ｍｍｌ板厚１ｏｍｍ～６０ｍ一 〆〆〆′／
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個々 のＬＥＤ球は厳格な管理に基づいて製造されていますが、隣接するＬＥＤと色の異なるものが含まれることがあります。製品の欠陥や故障ではありません。あらかじめご了承ください。
※２

　

ＡＣプラグ付コードのみの変更によりＭａｘ２４０Ｖまで使用可能です。

題 概 略 寸 法 （単位ｍｍ、縮尺１／３０）
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圏オプションパーツ （別売）

◎交換レンズシステム【マグナワイドレンズシステム】

　　　

・ＭＡＧ２ｘＡＲ、ＭＡＧ３ｘＡＲ、ＭＡＧ４ｘＡＲ）

　　

ＡＲ（反射防止）コートを施したレンズです。

　　

（マグナワイドレンズはＡＲ（反射防止）コート付のみになります。）

◎レンズクリーナーキット（図２３）

　

．レンズクリーナー

　

・ワイピングクロス

　

２０×２０Ｃｍ

◎キャスタースタンド（図２５）

　　　　　

‐

　

ＡＣコードの届く範囲内で移動可能です。

　

（本オプションはＦ型、ＣＦ型に適用されます。）

◎オフセットクランプ（図２７）

◎Ｂ型用導電ベースマット（図２２）

　

静電気を嫌う電気部品に対し本導電マットを敷き、

　

アースグランドに落とすことにより静電気の発生を

　

抑えることができます。また柔軟性のあるラバー製

　

のため被見物の傷防止マットとしても使用できます。

◎Ｂ型用アース線セット（図２４）

　

Ｂ型用導電ベースマットの裏面に貼り付けアースに

　

落とすための端子ケーブルセットです。

図２５

オフセットクランプ

◎フランジベース （図２６）

　

フランジベースを作業台などに取り付ける事でＦ、ＣＦ、ＳＴ型を

　

クランプスタンドなしで使用できます。

　　　

で固定して使用してください。
注意墓綴喜驚喜で麗〉

　　

属しておりません。

　　　　　

図２２

フランジベース

　
の５９ｘ３５Ｈ

　

図２６

ＬＥＤ照明拡大鏡

　　

ＭＡＧＮＡＬＩＧＨＴシリース
ぐ

　　　

取扱説明書
この度はオーツカ照明拡大鏡をお買い求めいただきましてありがとうございます。
機種名をご確認のうえ、 この説明書の該当部分をお読みになり末永くご愛用ください。

安全上の注意
本製品をお使いになる前に、 必ずこの 「安全上の注意」 をお読みのうえ、 正しくお使い

ください。本項は、 お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、 お買上げ

いただいた製品を安全にお使いいただくために、 守っていただきたい重要な事項を示し

ています。本取扱説明書では取扱いを誤った場合、 発生が予想される危害、 損害の程度

を、危険・注意のランクに分類して表示してあります。その定義と表示は次の通りです。

釜この表示を無視して誤った取扱いをすると‐人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示してい
ます。

△
注意

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害
を負う可能性が想定される内容、または物的損害のみ
の発生が想定される内容を示しています。

⑯ 擬；＊鮒る

　

⑪
禁止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分解禁止
黛 凝議畠を；： ＠

　　　　　　　　　　　　　　　

プラグを抜け
全篇※蜘

　

翁

８に ム ド
タースタンド

背後の壁が接近していたり、クランプが邪魔
になる場合に通常よりオフセットした位置に

　　　 　 　　　　　
　 　　

本体を取付けることができます。

圏アフターサービス

　

◎故障修理についてはお買い上げの販売店にお問い合わせください。
０保証規定は、 保証書 （ホームページよりダウンロード） に記載されていますのであらかじめご参照ください。

　

ＵＲＬｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｏｔｓｕｋａ‐ｏｐ．ｃｏｍ

鴎その他

　

◎同梱の電源コードセットは他の電気機器には使用しないでください。
０本機は医療用ではありません。 また医療器具が使用されている場所では使用しないで

　

ください。 医療器具にノイズが入る恐れがあります。
◎レンズを使用せず本製品を照明装置として使用する場合でも必ずレンズカバー（図２０）

　

を外してください。 長時間このような使用方法を続けるとレンズカバーが電気部品

　

からの放熱を妨げＬＥＤランプの寿命を短くしますので注意してください。
０本体の塗装部品や樹脂部品にはシンナー、 ベンジン等の溶剤は使わないでください。
塗装がはがれたり変形することがあります。
◎運送中及び操作時の衝撃による製品の破損は保証いたしかねます。
●本製品はＥＳＤの規格 （ＩＥＣ６１３４０一５一等） には適合いたしません。

樋ａ会敢貴－ツカ光学
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オーツカの照明拡大鏡・顕微鏡
〒１４２‐００６２

　

東京都品川区小山１丁目１番４号
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使用上の注意
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用しないでください。
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対象機種：ＭＧＬ－Ｆ，麟ＧＬ‐ＣＦ，ＭＧＬ－ＦＤ
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重さで本体が倒れ観察物
注意

　　　　　　　　　　　　

等を損傷することがあり

　　　　　　　　　　　

ます。観察物はベース板

　　　　　　　　　　　

の範囲内に置くようにし
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令黙霊園墓園謡書

　　　　　

も

　　　　　　　　　　

さない等の異物落下の防止対策を実施し

　　　　　　　　　　　　　

本体が傾くほどアームやレンズ枠を押し

　　　　　　　　　　　　　

続けないでください可勤範囲を超えて無

　　　　　　　　　　　　　

下事故を起こすことがあります。その他
舎
餅
←理１：鮒と部。力闘したり落

　　　　　　　　　　　　　

の可動部も限界以上に無理に動かさない

　　　　

ド鴇

　　　　

ょぅに注意して〈ださぃｏ

　　

４ｘ ２ぴ以内ｌ

回設置場所

　

・Ｂ型

　　　

：作業机、テーブル等の水平な場所に置いて使用してください。（図省略）

　

・Ｆ，ＣＦ，ＳＴ型：作業机、テーブル等の水平な場所にクランプを確実に取り付けてください。
夫板は大きな面取りが無く剛性を持った素材である必要があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ツマミ付止めねじ
１卿ょり親、場合は適当な当て板をはさんで〈ださＬｔ （図１）
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クランプスタンドを固定します。 （図２，図３） クランプスタンド
取付箇所には、あらかじめ図４のフランジベースが取付けが可能なタップ、

　　　　　　　　　　　　

図１

　　　　　　　　　　　　

図２

または孔（ナット締めの場合）を加工してください。
マグネット
スタンド

図１５

　　　　　　

図１６

匝璽訂

　　　　　　　　　　　　

クランプスタンド

フランジベース

作業机

　　

園

　　　　　

ぎ
図１Ｏ

　　　　　　　　　　　　

Ｌ型６角レンチ 図１１

図使用方法

　　

◎同梱のＡＣ電源コードをＤＧアダプターに差し込みＤＣプラグを本体から出る

　　　　　　

ＤＣプマグ

　　

入力コード先端のジャックに接続してください。 （図１３）

　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　

◎電源プラグを１０ＯＶの電源コンセントに差し込んでください。

調光ツマミ

◎ＬＥＤランプは図１４に示す電源スイッチを押すことにより点灯、消灯します。

　　　　　　　　　　

Ａｎ重婚「－ゞ

　　　　　　　

…＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　　　　　

　

　 　

　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○明るさの調整：図ｉ４に示す調光ツマミにより光量の調整をすることができます。

　　

Ａｃアダプター
調整範囲を超えて無理に回さない様にしてください。

　　　　　　　　　　　　

図１３

国

　

照明レンズ枠ユニットの横スイング調整

　

（ＭＧＬ‐Ｆ、ＭＧＬ‐ＣＦ、ＭＧＬ‐ＦＤ）

　　

①該当機種は図１５の様に照明レンズ枠ユニットの横スイングが可能です。横スイングをうまく

　

活用すると観察物に対する照明レンズ枠ユニットのセッティングの自由度が広がります。（図１５）

②図１６に示す下側のグリップツマミで好みの強さに調整してください。
【注意】

　

グリップツマミを締めずに使用すると観察物の上に不意に落下し観察物を損傷させることがあります。

　　　

グリップツマミの緩みに注意してください。

薄い鋼板では面がたわむため十分な吸着力が

得られませんので注意してください。

注意

（ＦＤ，Ｄ型）

注意
（ＭＳ型）

灘 繋 駕ｇ１濃霧警察総卒雰
伽ねじ

　　

，
雫戦

　

唖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フランジベース
　　

　　　　

　　

　　　　

　

　　　　　　　　　　

フランジベース取付穴位置
作業机

図３

　　　　　　

図４

　　　　　　　　

図５

レンズ枠ユニット
六角スパナ

図６

　　　　　　　　　　　

図７

　　　

　
十字継手
の１３孔

　　　　　　　　　　　　

ノブポルト

州Ｓ型

　　　

：スチール面にマグネットスタンドをＯＦＦの状態で位置を決め、次に

な剛性を持つ鋼板に取り付けてください。 （図５）

圏Ｄ，ＭＳ，ＳＴ型の横棒とレンズユニットの組立方法
《本行程はＢ型については工場出荷時にすでに組立て済みです》

国ＡＲ（反射防止）コートレンズについて

　

【ＡＲコー トレンズの効果】

　　

・反射防止コートともいいレンズ表面への太陽光や天井照明の映り込みを抑制することで、コート無しレンズと比較して

　　

約１０％の透過率の向上をしております。

　

【ＡＲコー トレンズの取扱いにおける注意事項】

　　

．レンズ面にワークをぶつけたり、レンズ面に直接物を置いたりしないでください。

　　

・コート無しレンズと比較して指紋などの汚れが目立ちやすく、お手入れをしなければその性能をフルに発揮できません。

　　　

オプションのレンズクリーナーキットで簡単に効果的なお手入れをして頂けます。（図２３）

　　

・本製品のＡＲコートは反射防止用のコーティングで有り、キズが付かないハードコートでは有りません。

　　　

ごみやホコリが付いたレンズをそのまま拭いたり、研磨剤入りの洗剤で洗ったりしないでください。

　　

・高温の場所や急激な温度差のある場合での使用保管はお避けください。 （注意：レンズのコート膜にヒピ割れが生じる原因になります。）

　　

．取り扱いによってはキズが付いたり、コーティングにムラが生じたりする場合もございますが、マルチコートの特性によるものとして御了解下さい。

しぶ夢霜ご夢讐募霜狛壷董亭警耀き毅署謄禦ぎふ搬くださいキ
キ電撃お

②次に図７の様に同梱の六角スパナ（１９ミリ）を使用してしっかりと締め付けてください。

　　　

横棒ュニット

国 Ｂ型の組立方法
①支柱をスタンドの穴に差込み、止まったところで本体にセットされている４ｍｍのねじでしっかりと固定します。（図８）

②十字継手の鯛３孔に照明レンズ枠ユニットの横棒を挿入しノブボルトを締める。（図８）

③マグナワイドレンズを照明レンズ枠ユニットにはめ込む。 （図１２）

園交換レンズの使用方法およびお手入れ

　　

◎見るものと目との間のレンズの位置により倍率は変化します。一番見やすく目の疲れない位置に、見るものに対してできるだけ平行

　　　

になる様に上下、角度、アイポイント、及び作動距離を次に示す《麹交換レンズについて》の表を目安に調節してください。

　　

◎レンズを交換する際や観察時、レンズ枠が垂れない様にレンズ枠のブラケット部の８ｍｍノブナットを確実に締める様にしてください。 （図１９）

　　

◎照明拡大鏡を使用する場合、天井の照明がレンズに反射して目に入らないように工夫してください。

国

　

Ｆ、 ＣＦ型 の 組 立 方 法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

支柱
①作業机などにクランプを取付けた後、本体のベース下から出たシャフトを慎重にクランプユニットの差し込み穴に

　　　

４圃ねじ

　　　　　　　　　　

口理口

　

差し込んでください。

　

止まったところでツマミ付止めねじを適当な強さで手締めしてください。 （図１） スタンド

　

図８
②マグナワイドレンズを照明レンズ枠ユニットにはめ込む。 （図１２）

圏

　

ＦＤ型の組立方法
①フランジブッシュをフランジベースの穴にはめ込み、照明拡大鏡のボックス下から出たシャフトを差込みます。

　

止まったところでフランジベースにセットされているツマミ付止めねじでしっかりと固定します。 （図９）

②マグナワイドレンズを照明レンズ枠ユニットにはめ込む。 （図１２）

国Ｄ，ＳＴ，ＭＳ型の組立方法

　

《ＭＳ型の支柱はぁらかじめ固定されておりますので③に進んでください》 フランジベ鰍ラクク

　　

図９
①支柱をフランジベースに差込み、止まったところで本体にセットされている４ｍｍのねじでしっかりと固定します。（図ｌｏ）

②ＳＴ型はクランプに支柱を差し込み止まったところでクランプスタンドにセットされている４ｍｍ止めねじを同梱のＬ型６角レンチで強く締め付ける。 （図１１）
③十字継手のめ１３孔に照明レンズ＊幸ユニットの横棒を挿入しノブボルトを締める。 （図１１）

④マグナワイドレンズを照明レンズ枠ユニットにはめ込む。 （図１２）

ツマミ付ねじ
フランジブツシユ

　　

匡国璽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

下から指先で押し上げてください

　

ワイビングクロス

鞭 器鴎雛鰯誓姪繊麗鎚！爵驚い

　

辱鋤じ晶翻１
９図１９の増し締め用ねじは８ｍｍノブナットの締付力が足りずレンズ枠が垂れる場合にドライバーで

　　　　　　　　　　　　

図１７

　　　　　　　

図１８

●照明拡大鏡のレンズは光を収束します。太陽光など強い光が燃えやすいものに続けて照射されます暮聯関豊麗驚…あります；鯵滋

　

と火災を起こす危険があります。そのような設置場所は避けてください。また、ご使用にならない

鴎交換レンズについて （おおよその目安）

　

マグナワイド交 レンズシステム

レンズ型式（面積倍率） ①アイポイント銅・＝） ②レンズｉ数回 ③作動距離圃） ④視野回 重量（ｋｇ）
ＭＡＧ２× ＡＲ （２ｆ雫害） １５０ の１５０ １５０ の２００ ０‐７
ＭＡＧ３× ＡＲ （３ｆ字音） １５０ の１５０ １２０ の１８０ ０‐７
ＭＡＧ４× ＡＲ （４ｆ字雪） １５０ の１５０ １００ の１６０ １一

　

２
倍率はレンズ曲率より算出される理論値です。またアイポイントと作動距離は観測者の視力、年齢により様々 です。表は最も拡大

　　

されゆがみが少なくなる平均的な距離を示したもので御自分のもっとも快癒に見える位置を探して使用してください。 金属ワッシャー
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図１４

図１２

電源スイッチ

・固定をしないと自立しませんので必ずねじ等で固定して使用してください。
・フランジベース取付用ねじ‐ボルトは付属しておりません。

　　

（推奨ねじ径：５ｍｍ）


